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１．カーボンニュートラル戦略の進捗
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創業100周年に向けた羅針盤 “ 将来の夢”（パーパス）
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私たちの危機感 －気象災害の頻発化・激甚化－

私たちの提供価値の根幹である、

住まいや暮らしの「安全・安心」が気候変動によって脅かされている
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カーボンニュートラルに向けた取り組み は、

次世代、何よりも 未来の子供たちの“生きる”を支える 取り組みである。

代表取締役会長／CEO 芳井 敬一

© 2025 Daiwa House Industry Co., Ltd. All rights reserved.



6

➢ 気温上昇を

1.5℃未満に抑える

➢ 2050年に

カーボンニュートラル

➢ 気温上昇は

累積CO2排出量に比例

➢ 1.5℃の排出上限まで

残り10年弱しかない

この10年で、どこまで削減できるかが重要

2030年までに、

「やれることはすべてやる」

国際社会のコンセンサス 世界の現状

大和ハウスグループ
の決意
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カーボンニュートラル戦略（骨子）

7

2030年度 原則ZEH・ZEB率100%
（建物の高付加価値化・お客さまの資産価値向上）

原則自社発電由来の再エネで

2025年度 RE100達成

原則すべての屋根に太陽光パネルを設置
（EPC+PPAによる再エネ供給拡大）

事業成長と社会貢献の両立

大和ハウスグループが、世界中で建物を建てるほど新たに再エネが生み出され、社会の脱炭素化を加速させていく

取り組みの柱
（成長戦略）

バリューチェー

ン全体で

40%以上の

CO2削減

2030年
（環境インパクト）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現

2050年
（ゴール）

強みを活かした

攻めの施策

トップ企業の

社会的責任

隗より始めよ

（自ら範を示す）

新築自社施設の原則

ZEB化・太陽光
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カーボンニュートラル戦略｜進捗（バリューチェーン全体GHG）

➢バリューチェーン全体のGHG排出量は39.８%削減の見込み

➢ 5年前倒しで、2030年度目標（40%削減）をほぼ達成

1,598

2030目標2015

（基準年）

（万t-CO2）

360

261

17

314

▲63％
（年平均▲4.2%）

▲70％
（年平均▲4.7%）

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ン
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量 2050

カーボン
ニュートラル

952

サプライ

チェーン
（スコープ3_カテ1）

販売した

建物の使用
（スコープ3_カテ11）

事業活動
（スコープ1+2）

その他
（スコープ3_その他）

15年度比

▲40%
（年平均▲2.7％）

55

314

968

261

2022実績

37

331

587

267

1,223

15年度比

▲23.5%

スコープ3も含めた

カーボンニュートラル

の実現に挑戦

SBTによる目標水準

「1.5℃未満」水準：

年平均▲4.2%以上

「2℃を十分下回る」水準：

年平均▲2.5%以上

2023実績

282

462

215

1,030

70

15年度比

▲35.6%
（年平均▲4.4%）

2025見込み

255

471

214

962

15年度比

▲39.8%
（年平均▲4.0%）

▲60.5％
（年平均▲6.1%）

22

▲51.3％
（年平均▲5.1%）

2024実績

232

389

216

860

23

15年度比

▲46.2%
（年平均▲5.1%）

※上期実績に基づく通期見込み
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■GHG排出量（スコープ1+2）の削減目標と実績

➢事業活動のGHG排出量は60.5%削減の見込み

➢年平均の削減率は2030年度目標を上回る水準で順調に進捗

➢再エネ利用率は99.2%に達する見込み（一部の国および東西本社ビルのコジェネ電力を除き使用電力の再エネ化が完了）

■再エネ利用率の目標と実績

カーボンニュートラル戦略｜進捗（事業活動GHG）

55.4

2030

目標

2015

（基準年）

（万t-CO2）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
事
業
活
動
）

16.6

電気
スコープ2

燃料
スコープ1

2015年度比

▲70%
（年平均▲4.7%）

2050

CN

15年度比

▲60.5%
（年平均▲6.1%）

2025※

見込み

21.9

20.5

1.4

2022

実績

36.9

23.8

13.1

15年度比

▲33.5%

【RE100について】
RE100の対象は全ての使用電力（=購入電力+自家発電電力）であるが、韓国の再エネ証書の
調達※1、東西本社ビルのコジェネ電力の再エネ化※2の目途が立っていない
※1 韓国再エネ証書市場の供給不足 ※2 RE100事務局にて再エネ手段がルール化されていない 9

2023

実績

70.0

23.8

44.6

1.6

響灘

発電所

15年度比

+26.3%

0

20

40
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80

100

2020実績 2021実績 2022実績 2023実績 2024実績 2025見込

8.5%
18.2%

41.5％

81.8％

99.2％98.9％

※上期実績に基づく通期見込み

2024

実績

23.5

21.8

1.4

15年度比

▲58.1%

© 2025 Daiwa House Industry Co., Ltd. All rights reserved.



■GHG排出量（スコープ3_カテゴリー11）の削減目標と実績

➢建物使用のGHG排出量は51.3%削減の見込み。着工面積の増加に伴い排出総量は前年度比増

加しているが、年平均の削減率は2030年度目標を上回るペースで進捗

➢戸建住宅および分譲マンションは、おおむね全棟ZEH化が完了

968

2015

（基準年）

（万t-CO2）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
建
物
使
用
） 2030

目標

360

15年度比

▲63%
（年平均▲4.2％）

◼ ZEH率

◼ ZEH-M率

◼ ZEB率

9

※いずれも着工基準で算出

カーボンニュートラル戦略｜進捗（建物使用GHG）

2022

実績

587

91
98

229流通

グループ

建築

15年度比

▲39.3%
（年平均▲5.6%）

138
戸建

集合

ﾏﾝｼｮﾝ 22

9

2023

実績

462

69

116

180

7

82

7

15年度比

▲52.2%
（年平均▲6.5%）

◼ ZEH率

◼ ZEH-M率

◼ ZEB率

ZEH率 （DH戸建、棟数ベース、北海道以外）北海道は80%

ZEH-M率（DH集合賃貸、戸数ベース※）

ZEH-M率（DH分譲マンション、戸数ベース※）
※各部門で要求されるZEH-Mランクを取得した住棟に含まれる全住戸数を基に算出

ZEB率（DH・リース・フジタ、請負・開発案件、面積ベース）

※いずれも着工基準で算出

49% 53%

86%

97%
99% 98%

3%
14.2%

48.7%

73.1% 76.5%

43%

73.1%

100% 100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2020 2021 2022 2023 2024 2025上期

Z
E
H

（
-M

）
率

72

2024

実績

389

46
30

15

41

185

15年度比

▲59.9%
（年平均▲6.7%）

2050

CN 25%
38%

65.7% 68.5% 66.2% 67.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2020 2021 2022 2023 2024 2025上期
Z
E
B
率

DH流通  55.0%（目標50%）
DH建築 82.5%（目標88%）
大和リース 56.3%（目標47%）
フジタ 58.9%（目標67.5%）

（目標70%）

（目標75%）

（目標95%）

50

2025※

見込

471

38
46

12

24

267

15年度比

▲51.3%
（年平均▲5.1%）

※2025年度上期実績を基に推計
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➢近年の「酷暑」対策として、平屋・2階建ての戸建注文住宅全商品※1において、ZEH水準を上回る

「断熱等級6」※2を標準化 ※1 間取り・仕様・地域等により一部適合外あり ※2 GX-ZEHで求められる水準

➢内外ダブルの断熱効果で、外気温の影響を最小限に抑え、快適性と省エネルギーを両立

11

【トピック】 戸建｜ZEH水準を上回る「断熱等級6」を標準化

■室温比較（等級6⇔等級3） ■光熱費比較（等級6⇔等級3）■ニュースリリース
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２．今後の課題
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今後の課題（カーボンニュートラル）
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7次中計の振り返り

➢ 事業活動（スコープ1･2）は再エネ・省エネの取り組みが大幅に進展。2030年度のGHG削減目標に向け順調に進捗

➢ 建物使用（スコープ3・カテゴリー11）はZEH・ZEBの取り組みが大幅に進展。 2030年度のGHG削減目標に向け順調に進捗

GHG削減率（事業活動）

（’21実績）▲20.8% → （’25見込）▲60.5%

再エネ利用率（RE100)

（’21実績）18.2% → （’25見込）99.2%

エネルギー効率（EP100)

（’21実績）1.47倍 → （’25見込）2.08倍

GHG削減率（建物使用）

（’21実績）▲29.4% → （’25見込）▲51.3%

ZEH率・ZEH-M率

住宅｜（’21実績）53% → （’25見込） 98%
集合｜（’21実績） 3% → （’25見込） 76%
ＭＳ｜（’21実績）43% → （’25見込）100%

ZEB率

         （’21実績）38% → （’25見込）  67%

8次中計の課題

➢ 建物使用（スコープ3・カテゴリー11）におけるGHG削減目標の対象範囲に海外事業を追加。米国住宅事業でのGHG削減計

画の策定に着手

➢ サプライチェーン（スコープ3・カテゴリー1）におけるGHG削減目標を新たに設定。主要サプライヤーのGHG削減目標の達成を支

援するとともに、低炭素建材の採用拡大を推進

➢ 特に、排出量割合の大きい鋼材、セメント、アルミを中心にアップフロントカーボンの削減を推進
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今後の課題（サーキュラーエコノミー）
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7次中計の振り返り

➢ 建設廃棄物のリサイクル率は98%（2025年度見込）と高水準を維持

➢ リサイクルの質の向上を図るため、生産工場においてマテリアルリサイクル化を推進。廃プラスチックのマテリアルリサイクル率は

29.6%（2025年度見込、2021年度比+18.7ポイント）に向上

8次中計の課題

➢ 建設不動産業にとって資源循環の最重要課題

は“スクラップ&ビルドからの脱却”であると考え、

既存建物の長寿命化および有効活用の促進

により、新規の資源投入量の抑制を図る

➢ これらは、リブネス事業との親和性が高いため、

サーキュラーエコノミーへの貢献とリブネス事業

の成長の同時実現を図っていく
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ご清聴ありがとうございました。

【WEB】 大和ハウスグループ 「環境への取り組み」 https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/eco/

生きる歓びを、未来の景色に。

https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/eco/
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